
















































































































































われていた。A 校では英語教室に JET が待機し、HRT が児童を連れて入室するというところ
から授業は始まった。A 校における授業の流れ、及び担当者の役割については、資料 1 、資
料 2 にて示す通りである。




























（資料２）A 校の授業の流れ（６年生）JET, NET と HRT の各々の役割
＜ A 校の授業所感＞
　① JET と HRT の協同による指導
　JET はなるべく英語を使って指導するよう心がけていた。特に JET は 6 年生に対して、あ
まり日本語を使わないようにしていた。全ての児童が英語を理解していたわけではなかった。





ループ分けを行っていた。JET と HRT のチームワークが抜群で、授業の進め方も効率が良く、
無駄のない学習活動が行われていた。そのため、授業内容が充実し、児童が退屈せず熱中して


































英語を専門としない HRT にとって、JET の存在は心強いものである。日本人の JET と HRT
の授業分析や計画、立案により、お互いの信頼関係が高まる。従って、より「充実した授業づ
くり」が行えるのではないか。
　② NET と JET、HRT の役割分担について
　観察した授業の中で、NET が訪問する日は JET と HRT は補助的な役割をしていた。NET
と JET の英語におけるコミュニケーションを直接見ることで、児童はどのようにコミュニケー
ションをするべきかを自然に習得しているようであった。特にインタビューを通じて、児童
は NET と JET 間の会話だけではなく、ジェスチャーや表情を興味深く観察していた。中には、
NET の話し方を真似る者もいた。
　NET が数や How old  is he? と発音した後、すぐに発話できるよう導くには、普段児童と接
している HRT の存在は欠かせない。もちろん生きた英語のインプットを与えることができる


















　次に B 校の授業観察について述べる。B 校は英語教室がないため、JET が教室に入室する
ところから始まる。また、NET の指導はなかった。同校、 5 年生、 6 年生の授業の流れは資
料 3 、資料 4 の通りである。
（資料３）B 校の授業の流れ（５年生）JET と HRT の役割
（資料４）B 校の授業の流れ（６年生）JET と HRT の役割
学習活動 ねらい










































　① JET と HRT の協同による指導





た。ある HRT は、Warm Up のチャンツを児童と歌う際にオルガンを弾き、スポーツホイッ
スルでリズムを取って率先して指導を行っていた。そして、JET は補助的な役割を担っていた
だけであった。
　A 校と B 校を比べてみると、B 校は打ち合わせにあまり時間を割いていなかった。しかし、













　B 校では、協同学習の要素が自然に盛り込まれていた。学習活動の間、HRT や JET から余







　同じ市内であるため、授業の流れに関しては、概ね A 校と B 校は似ていた。教科書『Hi, 
Friends!』に基づいて毎回の授業内容が組み立てられていた。B 校では NET の指導や英語教室、
ICT の活用が見られなかった。にもかかわらず、児童と HRT による協同学習が成立していた
ため、外国語活動の中で行われる学習活動の難易度は高く、クラス全体が一体となって取り組
んでいた。






















































































男性のベテラン教諭が HRT であった。HRT が経験豊富で指導力が高いことも要因のひとつで
あるのかもしれない。また学外における外国語活動の実施には、地域全体のサポートが欠かせ
ないであろう。
　③英語村の設備の充実
　英語村の施設は非常に充実していた。研修センターの本館と新館の 1 F、 2 F を利用して、
英語の飾り付けが施してあった。写真やアルファベット、フォニックスのポスター、ゲームな
どが置いてあり、児童の目を引くものばかりであった。また、各部屋には ICT 機材が備え付
けてあり、パワーポイントの利用が可能となっていた。日本でもこのように英語づけの環境を
つくり上げる恵まれた施設が用意できたからこそ、英語村は成功しているのであろう。英語村
の準備に対する職員の方々の熱意ある取り組みには感心した。
　また、英語村は小学生だけではなく、中学生にも利用されている。その活動内容は小学生と
は異なる。具体的には NET による英検 3 級と準 2 級の面接の機会や、「イングリッシュ・プ
レゼンテーションコンテスト」に向けての練習などである。このような非常に高度な英語の技
能習得に挑戦させるのは、これまでの英語村の取り組みの成果であると感じた。
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４．今後の課題
　今回、小学校外国語活動の研究の調査のために小学校 2 校と英語村を訪問した。この調査を
通して、新たな発見となった内容を以下に言及する。
　① Warm Up の助長
　観察した 2 校及び英語村も Warm Up の外国語活動に重点を置いていた。協同学習を英語教
育に取り入れることを支持している根岸（2010: 15-21）は、Warm Up にヴァリエーションを
持たせることを勧めている。Warm Up の条件として、①授業を盛り上げ、②楽しく、③英語
力を高めると述べている。具体的には、ビンゴゲームや歌などをあげている。観察した外国語
活動の Warm Up においては、音楽を流し、パワーポイントの映像を見せたりして、歌やチャ
ンツを歌わせていた。また時には、振り付けをさせたりもしていた。今後教科化の際に、「遊
び」の要素を含んだ現在の Warm Up 形式の扱いが課題となってくる。文字を扱い、そのまま
授業に展開させられる「総合英語」の要素に似た Warm Up が必要となるのではないか。例え
ば、英語の歌の中に英単語や文字を提示することなどが考えられよう。
　②協同学習の勧め：教師の役割
　B 校や寝屋川市の児童のように、教師が手助けを必要以上にしなくても学生が学び合い、難
易度の高い課題に取り組んでいく授業づくりが必要ではないかと実感した。教師はあくまでも
学生同士を「つなぐ」役割に留まるべきである。教師の役割を佐藤（2006: 41）は「つなぐ」
であると指摘している。
　　グループ活動の中で「先生、先生」と、仲間に問いかける前に教師に質問する子どもがい
る。そういう場面では、その子の質問に直接答えるのではなく、「隣の人にきいてごらん」
とグループ内の子供と子供をつなぐ働きかけをする必要がある
　今回改めて英語村にいる児童を観察し、学び合いの精神を教師が育てていかなければならな
いと感じた。そして、グループの中でうまくコミュニケーションが取れない児童が存在した場
合、教師は「つなぐ」役割を果たすべきではないかと感じた。
　③振り返りシートを参考にして
　小学校外国語活動では、毎回「振り返りシート」が活用されていた。毎時間の学習
活動について、自己評価をしていたのである。江利川（2014: 278）は毎回の活動後個人とグルー
プで振り返ることの意義について、「今後の課題、分担、解決法などを話し合うことで、目標・
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課題を共有化する」と提案している。これにより、教師は児童と共に学習活動を分かち合い、
さらに綿密な授業づくりが可能となるであろう。
　また年齢が上がるにつれて、対人面の不安や精神的な問題が学習意欲に影響することは、避
けられない。無邪気な小学生は率直に反応するため、学習が退屈ならばすぐに集中しなくなる。
また何か不満があれば、すぐに態度に表れる。そのためにも、振り返りシートなどを参考にし
て、児童の学習意欲や精神面の問題を考慮しなければならない。
５．おわりに
　日本の早期英語教育は、今後低年齢化、教科化が進み、ますます盛んになると考えられる。
この変化が日本人の英語力の底上げとなり、英語教育現場が改善されていくことを期待したい。
本稿は授業観察をし、概要をまとめた単なる予備調査にすぎない。しかし、本稿の事例研究を
手がかりとし、「この教育現場では何が起こっているのか」という視点から、今後小学校訪問
を続け、文字の指導について実証的な研究を続けていきたいと考えている。
　　＊ 本研究は、JSPS科学研究費補助金（基盤研究C）課題番号　24520715の助成を受けたも
のである。
注
 1 ）文部科学省　「今後の英語教育の改善・充実方策について　報告～グローバル化に対応した英語改
革の五つの提言～」2. 必要な改革について　1. 国が示す教育目標・内容の改善についてより採取。
www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/102/houkoku/attach/1352464.htm
 2 ）平成24年度から26年度科学研究費補助金（学術研究助成基金）基盤研究（C））課題番号 24520715研
究課題「小学校英語活動におけるICTを利用した国際交流プログラムの構築」研究代表者　新潟経営
大学　山本淳子教授の研究分担者として、現在も研究活動を行っている。
 3 ）枚方市の小学校 2 校、寝屋川市教育研修センターを訪問した。
 4 ）文部科学省　新学習指導要領・生きる力　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
syo/gai.htm
　　第 4 章　外国語活動　第 3 　指導計画の作成と内容の取扱い
　　2. 第 2 の内容の取扱い　（1） イにおいて、「外国語でのコミュニケーションを体験させる際には，音声
面を中心とし，アルファベットなどの文字や単語の取扱いについては，児童の学習負担に配慮しつつ，
音声によるコミュニケーションを補助するものとして用いること」と明記されている。
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 5 ）（アレン玉井、 2010）によれば、リタラシー能力とは従来の「読み・書き」能力のことである。
 6 ）注 2 ）参照。
 7 ）テキストマイニングとは、自由記述用統計ソフトウェアを用いたIBM SPSS Text Analyticsによる分
析手法のことである。
 8 ）ピクショナリーとは、4 人グループのうちの 1 人が、NETの見せたカードの絵を黒板に描き、他の児
童がそれをあてる、イラストゲームのことである。
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